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熱帯土壌概説 (9) 有光一登

トソル

今回とりあげたニトソルも，乙れまでに解説してきたJレヴィソル，アクリソルなど

と同様に，粘土の移動集積の結果とされるアノレジリック B層をもっ土壌で、ある。ニ

トソノレという名称は， FAO/Unesco世界土壌図の図示単位のためにつくられた新造

語で，ラテン語の nitidus(光沢のある)IL由来し，光沢のある土塊の表面を暗示す

る。ただし，光沢があるという乙とが，乙の土壌の識別の手がかりになるというわけ

ではない。乙の土壌の大きな特徴は，土壌断面内での粘土含量の変化にある。ニトソ

ノレの粘土含量は表層から下層に向って漸増し，中間層で最高値に達し，それからある

深さまではあまり変化がなく，更に深くなり母材料の風化程度が低くなるにつれて粘

土含量は漸減してし、く。ζれを FAO/Unesco世界土壌図の図示単位の定義では，ニ

トソノレは表層 150cm 以内で粘土含量(%)が最高値から 20~ぢまでは減少しない分

布パターンのアルジリック B層をもっ土壌だと表現している。粘土含量の変化が最

高値の 20~ぢ 以上の土壌は，アタリソノレかノレヴィソルに分類されるのである 。 ニトソ

ノレであるための条件としては，アルジリック B層の粘土分布のほかに，モリック A

層をもたない ζと(ルヴ‘ィックチェノレノゼムとの区別)，アルピック E層をもたない

乙と(プラノソノレとの区別)，ポドゾルヴィソルの特徴であるアノレピック E層の舌状侵

入をもたないとと，表層 125cm以内にプリンサイトをもたない乙と，アリディック

な(乾燥地域の)土壌水分レジームを持たない乙とが挙げられている。アリディック

な水分レジームについては細かい規定があるが，乙乙では説明を省略する。

ニトソノレのアルジリック B層は粘土皮膜がなかったり，稀にしか認められないし，

上部の境界が不明瞭である。多くの場合ニトソノレの本質的な性質は，粘土含量が中間

層で増加する ζと以外はフェラルソノレやフエリックカンビソルとよく似ている。粘土

皮膜があまり認められない乙とが多く，粘土含量もある深さの間ほほ一定で変化がな

い乙とから，粘土の移動は乙の土嬢の生成の主要なメカニズムではないように恩われ

る。上部層位の粘土の風化と加水分解が粘土含量の減少に関係する主要な過程だとす

る見方もある。

ニトソルグノレープにはユートリックニトソノレ CEutricN itosol)，ディストリック

ニトソノレ (DystricNitosol)， ヒューミックニトソル (HumicN itosol)の3つの

土嬢単位がある。

ユートリッ クニトソルは表層 125cm以内のアルジリック B層全体の塩基飽和度
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(酷酸アンモニウムによる)が509ぢ以上のニトソノレで、ある。ディス トリ ック ニトソノレ

は表層 125cm以内のアノレジ リック B層の少なくとも一部分が塩基飽和度が50%以

下であり， B層の有機物含量が高くなくアンプリック A層をもたない(熱帯林業新

シリーズ No.4， p. 54， 55参照)。ヒューミック ニトソノレは，ディス トリックニ ト

ソノレと同じくアノレジリック B層の少なくとも一部分の塩基飽和度が509百以下で，ア

ンブ リック A層と有機物含量の多い B層のいずれか，又は両方をもっ。乙乙でニト

ソノレとアタリソJレ，ノレヴィソルの性質の違いを整理し:表一1K示す。

表 1 ニトソJレ，アク リソノレ， )レヴィソノレの性質の違い

アノレジ リック B層 アJレジ リック B層の塩基飽和度

の粘土含量の変化 509ぢ 以 上 509ぢ 以 上

20% 以 上 Acrisol Luvisol 

20% 以 下
Dystric Nitosol Eutric N itosol 

Humic Nitosol 

ニト ソノレグループの土壌はアノレジ リック B層をもち，塩基飽和度は 50%以上のも

のも以下のものもあるから，アメリカの新分類のアノレフィソノレとウノレティソノレの2つ

の目 (Order)にまたがるクソレープである。オース 卜ラリアの Krasnozems，フラ

ジノレの TerraRoxa estruturada，ザイーノレの Hygroferrisolsなどの一部がニ 卜

ソノレに相当する。

ニトソルの検索は簡単である。ニトソノレの中で，表層 125cm 以内の B層の少な

くとも一部分の塩基飽和度(酷酸アンモニウム法による)が509ぢ以下で，アンブリ

ック A層か，有機物含量の高い B層，あるいはその両者をもつものがヒューミッ

クニ トソルとして先ず検索される。

その他のニ トソルで表層 125cm以内の B層の少なくとも一部分で塩基飽和度が

50%以下のものがディストリックニ トソルである。そして，残るその他のニ トソノレ

がユート リックニトソルとして検索される。

ニトソルは熱帯 ・亜熱帯で普遍的iとみられる土壌である。ユート リックニトソルは

アフ リカのエチオピア南部やザイーノレ，インド西部で分布が広く，マダガスカノレ，中

米のキューパなどにもまとま った分布がみられる。ディス トリックニトソノレの方が分

布域が広範囲で，アフ リカではザイ ーノレ，ナイジエリア，タンザニア，カメノレーン，

セネガノレ，チャドなど，中米ではガテマラ，ニカラグア，コスタリカ，パナマ，南米

ではパラグァイ東南部とブラジル南部に分布している。東南アジアではフィリピンの

Jレソン， ミンダナオをはじめ多くの島々でディストリックニ 卜ソルの分布がみられ，

ビルマ，タイ，ラオス，インドネシア西部ジャワなどにもこの土壕が点々と分布する。

またパングラデシュ，インド西部アラビア海沿いの地域にも分布する。ヒューミック

ニトソルはザイーノレでまとま った分布がみられるほかは，分布面積はそれほど広くな

いようである。
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